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トルランにおいて有意な差が認められ、握力では 2016 年度が 2019 年度よりも有意に高く、長座体前屈では 2019、2018、
2017 年度が 2016 年度よりも有意に高く、反復横跳びでは 2018,2017 年度が 2016 年度よりも有意に高く、20m シャトルラ
ンでは 2018、2017 年度が 2019 年度よりも有意に高かった。同様に女子では上体起こし、長座体前屈、反復横跳び 20m
シャトルランにおいて有意な差が認められ、上体起こしでは各年度の間で有意な差は認められず、長座体前屈では 2018、
2017 年度が 2019、2016 年度よりも有意に高く、反復横跳びでは 2018、2017 年度が 2016 年度より、そして 2018 年度が





























　2016 年度から 2019 年度まで本学部に入学した１年
生を対象とした。分析対象の人数については、男子は
2019 年度が 131 名、2018 年度が 119 名、2017 年度が
115 名および 2016 年度が 108 名であった。また女子
は 2019 年度が 83 名、2018 年度が 64 名、2017 年度が



























F値 効果量 多重比較2019年度 2018年度 2017年度 2016年度
⾝⻑（cm） 172.1 ± 5.7 171.9 ± 5.8 172.2 ± 5.8 172.0 ± 5.9 0.05 0.02
体重（kg） 65.7 ± 8.9 66.2 ± 9.0 66.9 ± 8.8 65.4 ± 8.2 0.57 0.06
BMI 22.2 ± 2.7 22.4 ± 2.8 22.6 ± 2.6 22.2 ± 2.7 0.49 0.06
握力（ｋｇ） 43.9 ± 6.8 44.9 ± 6.7 44.6 ± 6.7 46.7 ± 7.5 3.41 ※ 0.15 d＞a
上体起こし（回） 35 6 ± 4 7 35 5 ± 4 4 37 1 ± 7 2 35 6 ± 4 6 2 48 0 13. . . . . . . . . .
⻑座体前屈（ｃｍ） 55.7 ± 9.6 56.1 ± 10.5 55.9 ± 9.0 48.5 ± 9.6 15.88 ※ 0.32 a・b・c>d
反復横跳び（回） 61.4 ± 5.5 62.6 ± 5.7 62.8 ± 5.4 59.8 ± 7.5 5.86 ※ 0.20 b・c>d
20mシャトルラン（回） 97.4 ± 28.9 113.6 ± 24.9 111.6 ± 26.6 105.0 ± 23.1 8.72 ※ 0.25 b・c>a
50m走（秒） 6.91 ± 0.42 6.83 ± 0.49 6.86 ± 0.43 6.79 ± 0.45 1.43 0.10
1 各項目の成績は（平均値±標準偏差）で表した
立ち幅跳び（㎝） 239.2 ± 23.3 239.3 ± 22.0 241.7 ± 24.0 243.9 ± 25.3 0.93 0.08
ハンドボール投げ（ｍ） 31.6 ± 5.6 31.2 ± 5.0 32.5 ± 5.9 32.6 ± 5.9 1.52 0.10
．
2．a: 2019年度入学生, b: 2018年度入学生, c: 2017年度入学生, d: 2016年度入学生
3．※：p<0.05
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シャトルランにおいて有意な差が認められ、多重比較
を行なった結果、握力では 2016 年度が 2019 年度よ
りも有意に高く、長座体前屈では 2019、2018、2017
年度が 2016 年度よりも有意に高く、反復横跳びでは
2018、2017 年度が 2016 年度よりも有意に高く、20m






は 2018、2017 年度が 2016 年度より、そして 2018 年
度が 2019 年度よりも有意に高く、20m シャトルラン















F値 効果量 多重比較2019年度 2018年度 2017年度 2016年度
⾝⻑（cm） 161.1 ± 5.2 161.8 ± 6.6 161.7 ± 5.9 159.9 ± 5.3 0.75 0.10
体重（kg） 55.7 ± 7.8 56.9 ± 7.3 56.1 ± 5.9 54.0 ± 5.0 0.79 0.11
BMI 21.4 ± 2.5 21.7 ± 1.8 21.4 ± 1.6 21.3 ± 1.8 0.28 0.06
握力（ｋｇ） 30.8 ± 4.6 30.9 ± 4.5 31.7 ± 5.2 31.8 ± 4.3 0.80 0.09
上体起こし（回） 32 0 ± 5 0 31 8 ± 4 2 34 4 ± 5 6 32 0 ± 5 5 3 22 ※ 0 20. . . . . . . . . .
⻑座体前屈（ｃｍ） 51.3 ± 9.1 56.3 ± 7.9 55.5 ± 6.9 50.8 ± 9.2 6.82 ※ 0.29 b・c＞a・d
反復横跳び（回） 55.4 ± 4.9 57.9 ± 3.7 57.0 ± 4.8 53.8 ± 6.2 7.42 ※ 0.31 ｂ＞ａ、b・c＞d
20mシャトルラン（回） 70.4 ± 20.8 84.0 ± 17.9 85.7 ± 15.2 75.8 ± 19.6 8.44 ※ 0.34 b・c＞a、c＞d
50m走（秒） 7.90 ± 0.56 7.73 ± 0.54 7.89 ± 0.78 7.87 ± 0.68 1.11 0.12
立ち幅跳び（㎝） 201 4 ± 16 2 201 4 ± 15 1 200 8 ± 22 4 201 9 ± 22 0 04 0 02
1 各項目の成績は（平均値±標準偏差）で表した
. . . . . . . . .
ハンドボール投げ（ｍ） 19.7 ± 4.7 20.2 ± 3.8 18.7 ± 4.9 19.8 ± 4.6 1.06 0.11
．
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